
2 0 2 52 0 2 5
44

■ 第３回 理事会（2P）
■ 「令和７年度 京ト協 運行管理者基礎・一般講習」のご案内（10P）
■ 「令和７年度 京ト協 助成金」のご案内（11P）

今月の表紙
上段　：第3回理事会
下段右：定例記者会見
下段左：鴨川東IC入口付近道路
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CONTENTS 2 0 2 5
4

近　　　　畿
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

133.38 121.07 128.77 

全国（沖縄除）
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

131.83 121.44 131.16 

（※京都府警察監修）

（※（公社）全日本トラック協会資料より抜粋）

事業用トラックの交通事故

府内の交通事故

府内の交通事故

 � （円/１ℓ） 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 前年同期 増減数
件　数（件） 9 11 20 23 -3
死　者（人） 0 1 1 1 0
負傷者（人） 15 11 26 27 -1

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 前年同期 増減数
件　数（件） 335 311 646 625 21
死　者（人） 3 4 7 7 0
負傷者（人） 374 341 715 725 -10

京都府内の交通事故情報

軽油価格調査 単純集計表（令和7年2月）

新規許可
件数（件）

廃止届出
件数（件）

増減車届出件
数（件）

増車（両） 減車（両）
小型 普通 牽引 被牽引 霊柩車 小型 普通 牽引 被牽引 霊柩車

0 1 301 7 234 7 5 2 15 197 7 4 1
合計：255 合計：224

京都府内の事業用トラックの届出状況（令和7年2月）

府内の交通事故情報等

（※京都運輸支局資料より抜粋）

 
「全ト協会員専用
 ホームページパスワード」

3/15〜4/14� ２７１２
4/15〜4/14� ８２８８

京ト協ホームページ
会員専用パスワード  ４月中

０３９４
下記QRコードより
ご利用下さい

10　「令和７年度 京ト協 運行管理者基礎・一般講習」
開催案内

11　「令和７年度京ト協 助成金」のご案内
15　新規・退会会員について
　　第100回通常総会の開催について
16　トラック関法令Q＆A
　　健康サポートコーナー
17　適正化事業情報
19　連合会通信
20　共済通信
21　危険予知訓練コーナー
22　京ト協 行事予定

お知らせ等

表紙 第３回 理事会/定例記者会見/鴨川東IC入口付近道路

１　CONTENTS / 交通事故情報  / 事業用トラックの届出状況 / 軽油価格調査 
CONTENTS

２　第3回 理事会
　　京都府トラック運送事業政治連盟　幹事会
４　鴨川東ＩＣ入口付近に係る渋滞緩和を実現

５　定例記者会見
７　２・３月のおもな活動
９　(公社)全日本トラック協会青年部会整備実習用トラック寄贈式

ご報告

裏表紙　トラック・物流Gメンチラシ
　　　　LINE･Ｘ（旧Twitter）
　　　　公式アカウントのお知らせ
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令
和
7
年
3
月
14
日
㈮　
13
時
30
分

　
　
　
　

 

京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　
　
　

 　
21
名（
理
事
総
数
22
名
）

≪
平
島
会
長
挨
拶
≫

　

�　
昨
年
4
月
に
改
正
改
善
基
準
告
示
等
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、当
協
会
と
し
て

「
標
準
的
な
運
賃
の
収
受（
Ｈ
）・改
善
基
準
告
示
の
遵
守（
Ｋ
）・多
重
下
請
構
造
か
ら

の
脱
却（
Ｔ
）２
０
２
５
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、各
種
事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
し

た
。ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
は
あ
り
ま
す
が
、本
年
4
月
に
は
改
正
物
流
２
法
が
施
行

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、4
月
に
改
正
法
に
係
る
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。会
員

各
位
に
は
、是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本
会

長
が
、許
可
更
新
制
の
導
入
や
、多
重
下
請
構
造
の
改
善
、標
準
的
運
賃
の
収
受
、白

ト
ラ
の
排
除
に
向
け
て
動
い
て
お
ら
れ
ま
す
。白
ト
ラ
行
為
に
つ
い
て
は
、京
都
府

に
お
い
て
も
、ダ
ン
プ
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
関
係
で
目
を
光
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

適
正
運
賃
の
収
受
に
つ
い
て
も
、ま
ず
は
会
員
各
位
が
し
っ
か
り
原
価
計
算
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。本
日
は
、来
年
度
の
事
業
計
画（
案
）と
予
算（
案
）を
審
議
す

る
重
要
な
理
事
会
で
あ
る
た
め
、慎
重
審
議
を
お
願
い
し
た
い
。

 　
第
１
号
議
案　
会
員
の
新
規
加
入・退
会
に
つ
い
て

　
　

�

新
規
加
入
13
社・退
会
10
社・資
格
喪
失
1
社
の
合
計
１
０
８
８
社
と
な
る
旨
が
承

認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案　
役
員
選
考
委
員
会
に
よ
る
理
事
会
推
薦
候
補
者
に
つ
い
て

　
（
委
員
長
報
告
）

　
　

�

役
員
選
考
委
員
会
の
杉
本
委
員
長（
和
束
運
輸
㈱
）か
ら
、以
下
の
候
補
者
の
報
告

が
行
わ
れ
、第
１
０
０
回
総
会
へ
上
程
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

≪
理
事
会
推
薦
候
補
者
≫

　
　
㈱ 

岸
貝
物
流	

平
島 

竜
二　
氏

　
　
㈱ 
京
三
運
輸	

蒔
田 

良
夫　
氏

　
　
㈱ 
エ
ム
ズ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト	

宮
本 

昌
季　
氏

　
　
㈲ 
藤
建	

藤
木 

哲
也　
氏

　
　
舞
鶴
運
輸 
㈱	

村
尾 

直
則　
氏

　
　

(

一
社)

京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会	

山
田 

博
之　
氏

	

行
本 

浩
二　
氏

日　
程

会　
場

出
席
者

協
議
事
項

第
3
回
理
事
会

第100回総会に上程する理事会推薦候補者を承認
～令和7年度事業計画（案）及び収支予算書（案）等を承認～
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※
専
務
理
事
に
つ
い
て
は
、5
月
理
事
会
に
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
す
。

第
３
号
議
案　

�

令
和
７
年
度　
事
業
計
画（
案
）及
び
収
支
予
算
書（
案
）に
つ
い
て

　
①
事
業
計
画（
案
）及
び
収
支
予
算
書（
案
）の
承
認
に
つ
い
て

　
②
入
会
金
及
び
会
費
の
額
並
び
に
納
入
方
法
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
事
務
局
か
ら
説
明
を
行
い
、承
認
さ
れ
た
。

　
　

�

３
月
25
日
付
で
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
た「
令
和
７
年
度 

事
業
計
画・収
支
予
算
書
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
４
号
議
案　
委
員
会
構
成
の
再
編
成
に
つ
い
て

　
　

�

現
行
の
3
委
員
会
か
ら
、経
営
改
善
広
報・Ｄ
Ｘ
委
員
会（
新
設
）、環
境・災
害
対
策

委
員
会（
旧：環
境
対
策
委
員
会
）、交
通
安
全・適
正
化
事
業
委
員
会（
旧：交
通
対

策
委
員
会
）、労
働
環
境
改
善
委
員
会（
旧：労
務
委
員
会
）の
4
委
員
会
へ
再
編
す

る
案
が
承
認
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案　

�

令
和
６
年
度 

運
輸
事
業
振
興
助
成
交
付
金
に
係
る
事
業
計
画
及
び
資
金

計
画
の
変
更
届
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
事
務
局
か
ら
説
明
を
行
い
、承
認
さ
れ
た
。

　　
事
務
局
か
ら
以
下
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
⑴ 

定
款
第
27
条
に
基
づ
く
業
務
報
告
に
つ
い
て

　
⑵ 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　
　
〔
総
務
委
員
会
〕

　
　

 

日　
時：令
和
7
年
5
月
8
日
㈭　
12
時
00
分　
京
ト
協

　
　
〔
令
和
７
年
度
第
１
回
理
事
会
〕

　
　

 

日　
時：令
和
7
年
5
月
19
日
㈪　
13
時
30
分　
京
ト
協

　
　
〔
第
１
０
０
回
通
常
総
会
〕

　
　

 

日　
時：令
和
7
年
6
月
9
日
㈪　
未
定　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

報
告
事
項

京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

政
治
連
盟　
幹
事
会

 

・ 

令
和
7
年
度
事
業
計
画（
案
）及
び
収
支
予
算
書（
案
）に
つ
い
て

 

・ 

寄
付
金
の
額
並
び
に
納
入
方
法
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

��

３
月
25
日
付
で
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
た「
令
和
７
年
度 

事
業
計
画・収
支
予
算
書
」

資
料
を
ご
覧
下
さ
い
。
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�　
京
都
市
内
の
主
要
観
光
都
市
付
近
の
道
路
で
は
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
影
響
も
あ
り
、日
常
的
に
渋
滞
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。特
に
、第
二
京

阪
道
路
の
鴨
川
東
IC
入
口
は
、京
都
南
部・東
部
、大
阪
方
面
、大
津
方
面
に

向
か
う
京
都
市
内
か
ら
の
車
両
が
朝
夕
に
集
中
し
、右
折
車
両
の
流
れ
が
悪

く
渋
滞
が
恒
常
化
し
て
お
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、令
和
６
年
７
月
３
日
、

京
都
府
警
察
本
部
を
訪
問
し
、深
草
下
高
松
町
の
十
条
通
交
差
点
信
号
機
の

東
向
き
道
路
へ
の
右
折
矢
印
信
号
の
設
置
と
、右
折
レ
ー
ン
の
延
長
を
強
く

要
望
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、令
和
７
年
３
月
、当
該
交
差
点
に
右
折
矢
印

信
号
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。当
協
会
に
お
い
て
は
、今
後
も
会
員
各
位
に

と
っ
て
最
良
な
経
営
環
境・道
路
環
境
整
備
の
実
現
に
向
け
て
、各
種
要
望

活
動
等
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

概

要 鴨
川
東
Ｉ
Ｃ
入
口
付
近
に
係
る

渋
滞
緩
和
を
実
現

深草下高松町の十条通交差点信号機に
右折矢印信号が設置されました

蒔田副会長 奥野交通部長

〈令和６年７月３日 要望活動〉
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令
和
７
年
３
月
14
日　
15
時
30
分
～

　
　
　
　

 

京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　
　
　
　

 

平
島
会
長

　
　
　
　

 

㈱
京
都
自
動
車
新
聞
社　
落
合
記
者

　
　
　
　

 

㈱
近
畿
ト
ラ
ッ
ク
新
聞　
若
宮
記
者

　
　
　
　

 

㈱
物
流
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社　
中
川
記
者

　
　
　
　

 

㈱
物
流
産
業
新
聞
社　
中
野
記
者

　
　
　

　

�　
本
会
見
は
、理
事
会
開
催
後
、平
島
会
長
か
ら
協
会
事
業
に
つ
い
て
広
く
会
員
各
位

へ
発
信
す
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。第
４
回
目
と
な
る
会
見
を
抜
粋
掲
載

い
た
し
ま
す
。

会
見
内
容

≪
理
事
会
推
薦
役
員
の
選
考
に
つ
い
て
≫

　

�　
本
日
の
理
事
会
で
は
、役
員
選
考
委
員
会
の
杉
本
委
員
長
よ
り
、丹
後
支
部
か
ら
舞

鶴
運
輸
㈱
の
村
尾
氏
、中
央
支
部
か
ら
㈲
藤
建
の
藤
木
氏
の
2
名
を
新
し
く
理
事
会

推
薦
候
補
者
と
し
て
増
員
す
る
旨
が
上
程
さ
れ
、承
認
さ
れ
た
。増
員
す
る
目
的
と

し
て
は
、村
尾
氏
に
は
主
に
北
部
で
の
活
動
、藤
木
氏
に
は
政
治
力
の
強
化
に
向
け
た

活
動
を
活
性
化
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

≪
委
員
会
の
再
編
に
つ
い
て
≫

　

�　
以
下
の
４
委
員
会
に
再
編
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。な
お
、交
通
安
全・適
正
化
事

業
委
員
会
が
分
掌
と
な
る
Ｇ
マ
ー
ク
の
取
得
は
、全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
も
運
送

業
者
の
地
位
向
上
に
繋
が
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。当
協
会
に
お
い
て
は
、認
定
取
得

率
40
％
以
上
を
目
標
と
設
定
し
た
。各
種
助
成
事
業
に
お
い
て
は
、Ｇ
マ
ー
ク
取
得

に
よ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
を
行
う
旨
を
計
画
し
て
い
る
。な
お
、各
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
は
、各
支
部
役
員
か
ら
１
名
の
計
８
名
、青
年
部
会
、女
性
部
会
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
１
名
ず
つ
を
加
え
た
合
計
10
名
に
担
当
副
会
長
を
合
わ
せ
た
構
成
と
な
る
。

日　
程

会　
場

参
加
者

報　
道

概

要 定
例
記
者
会
見

次回通常総会に理事会推薦候補者として藤木氏、
村尾氏の増員を上程する旨を報告

～Gマーク認定取得率40％以上を目標として設定～

平島会長
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【
新
委
員
会
の
編
成
】

　
◇
経
営
改
善
広
報・Ｄ
Ｘ
委
員
会（
新
た
に
設
置
）

　
　
⑴ 

Ｉ
Ｔ
機
器（
点
呼
ロ
ボ
ッ
ト
等
）の
導
入
促
進

　
　

  

・ 

講
習
会
、研
修
会
の
開
催
に
よ
り
導
入
促
進
を
図
る

　
　
⑵ 

多
重
下
請
構
造・標
準
的
運
賃
の
収
受
に
向
け
た
調
査
研
究

　
　
⑶ 
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）の
取
り
組
み

　
　

  
・ 
京
都
商
工
会
議
所
等
と
連
携
し
、相
談
窓
口
の
確
立
と
説
明
会
の
開
催

　
　
⑷ 
取
引
環
境
の
改
善

　
　

  

・ �

荷
主
等
に
対
し
働
き
方
改
革
に
向
け
た
荷
待
ち
時
間
の
削
減
、配
車
計
画
の
見
直

し
等
を
要
請

　
　

  

・ 

会
員
事
業
者
が
荷
主
等
に
対
し
説
明
用
資
料
の
作
成
と
提
供

　
　
⑸ 

広
報
活
動

　
　

  

・ 

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
広
報
の
在
り
方
の
検
討

　
　

  

・ 「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」の
イ
ベ
ン
ト
関
係
、他
府
県
へ
の
見
学
会
の
開
催
等

　
　
⑹ 

各
種
助
成

　
　

  

・ 

Ｄ
Ｘ
関
連
機
器
の
導
入
促
進

　
◇
環
境・災
害
対
策
委
員
会（
旧：環
境
対
策
委
員
会
）

　
　
⑴ 

環
境
対
応
車
へ
の
導
入

　
　

  

・ 

国
交
省
、全
ト
協
と
連
携
に
よ
る
車
両
導
入
促
進

　
　
⑵ 

植
樹
へ
の
取
り
組
み

　
　

  

・ 

銀
閣
寺
山
国
有
林
で
の
充
実
と
北
部・南
部
地
域
で
の
実
施（
再
検
討
）

　
　
⑶ 

環
境
保
全
事
業

　
　

  

・ 

省
エ
ネ
講
習
、各
環
境
美
化
活
動
へ
の
参
加
、ゴ
ミ
の
削
減
へ
の
取
り
組
み
等

　
　
⑷ �

ニ
ュ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス（
自
然
災
害（
地
震・水
害・強
風
）、医
療
系
廃
棄
物
等
）へ

の
対
応

　
　

  

・ 

ニ
ュ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
画

　
　
⑸ 

災
害
防
止
対
応（
災
害
時
緊
急
輸
送
体
制
の
確
立
）

　
　

  

・ �

地
震
、台
風
、大
雨
等
に
よ
る
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
緊
急
災
害
対
策
組
織
の

確
立

　
　
⑹ 

各
種
助
成

　
　

  

・ 

環
境
対
策
機
器
等
の
導
入
促
進

　
◇
交
通
安
全・適
正
化
事
業
委
員
会（
旧：交
通
対
策
委
員
会
）

　
　
⑴ 

交
通
事
故
防
止
へ
の
対
策

　
　

  

・ 

交
通
安
全
、事
故
発
生
の
未
然
防
止
対
策
と
し
て
各
種
講
習
会・研
修
会
の
開
催

　
　
⑵ 

適
正
化
事
業
の
推
進

　
　

  

・ �

全
ト
協
と
の
連
携
に
よ
る
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
に
則
し
た
適
正
な
経
営
を
推

進
す
べ
く
適
正
化
指
導
員
に
よ
る
指
導
の
充
実
と
研
修
会
、講
習
会
の
開
催

　
　
⑶ 

Ｇ
マ
ー
ク
の
推
進

　
　

  

・ 

全
ト
協
に
よ
る
安
全
性
優
良
事
業
所
の
認
定
事
業
所
数
の
拡
大

　
　
⑷ 

京
都
府
、京
都
府
警
察
本
部
等
と
の
連
携

　
　

  

・ 

行
政
機
関
と
連
携
を
図
り
各
種
交
通
事
故
防
止
対
策
の
実
施

　
　
⑸ 

各
種
助
成

　
　

  

・ 

交
通
安
全
対
策
機
器
等
の
導
入
促
進

　
◇
労
働
環
境
改
善
委
員
会（
旧：労
務
委
員
会
）

　
　
⑴ 

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対
応

　
　

  

・ 

ド
ラ
イ
バ
ー
が
荷
主
先
等
で
の
待
遇
を
調
査
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　
　
⑵ 

人
材
確
保・職
場
環
境
の
改
善

　
　

  

・ 

人
材
不
足
に
対
応
す
べ
く
公
共
機
関
で
の
就
職
説
明
会
等
へ
の
参
画

　
　

  

・ 

労
働
環
境
改
善（
労
働
時
間
短
縮
等
）に
向
け
た
講
習
会
の
開
催

　
　

  

・ 

社
会
保
険
労
務
士
の
活
用
促
進

　
　
⑶ 

各
種
研
修
事
業

　
　

  

・ 

労
働
環
境
関
連
セ
ミ
ナ
ー
、講
習
会
の
開
催

　
　
⑷ 

陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働
災
害
防
止

　
　

  

・ 

陸
災
防
京
都
府
支
部
と
の
連
携

　
　

  

・ 

労
働
災
害
防
止
等
の
各
種
講
習
会
の
開
催

　
　
⑸ 

各
種
助
成

　
　

  

・ 

労
働
環
境
改
善
等
の
促
進

≪
総
務
委
員
会
に
つ
い
て
≫

　

�　
こ
れ
ま
で
は
、正
副
会
長
会
議
で
発
案
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
総
務
委
員
会
で
事
業

の
検
討・対
策
を
行
っ
て
き
た
が
、今
後
は
、委
員
会
を
２
ヶ
月
若
し
く
は
３
ヶ
月
に
１

回
は
開
催
し
、各
委
員
会
か
ら
の
課
題
を
持
ち
寄
り
業
界
の
問
題
点
を
炙
り
出
し
、改
善

や
対
策
を
協
会
事
業
等
に
反
映
さ
せ
る
。ま
た
、総
務
委
員
会
独
自
の
事
業
や
、新
規
事

業
の
取
組
等
に
つ
い
て
活
動
し
て
い
く
方
向
に
変
え
て
い
く
。

≪
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
改
正
に
つ
い
て
≫

　

�　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
進
め
て
い
る「
事
業
許
可
更
新
制
」、「
適
正
運
賃
の
収
受
」、

「
多
重
下
請
け
構
造
の
是
正
」に
対
す
る
各
種
実
態
調
査
の
実
施
や
セ
ミ
ナ
ー
開
催
等
協

力
の
他
、当
協
会
独
自
で
の
活
動
も
併
せ
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。
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2·3月の
おもな活動
支部・部会等の各種行事
を開催!!

女性部会 役員会・新年会

　　　　　�祇をん　豆寅
　　　　　�13社13名・蒔田副会長・繁本顧問・山田常務
　　　　　�役員会では令和7年度の総会について

審議し、新年会では女性部会員同士の
親交を深めました。

会 場
出席者
概　要

2月
21日（金）

南支部 役員会

　　　　　�京ト協
　　　　　�12社12名
　　　　　�令和7年度の事業計画についてご審議

いただきました。

会 場
出席者
概　要

2月
27日（木）

中央支部 役員会

　　　　　�京ト協
　　　　　�6社6名
　　　　　�令和7年度の事業計画についてご審議

いただきました。

会 場
出席者
概　要

2月
27日（木）

重量部会 研修会・親睦会

　　　　　�都ホテル京都八条
　　　　　�９社11名
　　　　　�（公社）全日本トラック協会道路・施設

部の廣瀬貴司次長をお招きして大型・
特殊車両に係わる最近の法令・通達改
正状況などについて講演をしていただ
きました。

会 場
出席者
概　要

2月
27日（木）

青年協 実務担当者研修会

　　　　　�京都テルサ
　　　　　�24社35名
　　　　　�2部構成にて研修会を開催。第1部には

社労士河原事務所　河原英正氏をお招
きして「労基法における様々な勘違い」
をテーマとしたご講演をしていただき、
第2部には青年部会 OB 会員のたちば
な運輸㈱　吉田知史社長をお招きして

「過去の失敗から考える未来～自分の考
える未来像とは～」をテーマとしたご
講演をしていただきました。研修会後
は、京都駅周辺にて交流会を開催しま
した。

会 場
出席者
概　要

3月
1日（土）

初任運転者教育
社内指導者向け講習

　　　　　�京ト協
　　　　　�12社15名
　　　　　�山城自動車教習所交通教育センターの浜

田一郎センター長を講師にお招きし、初
任運転者教育を行う上でのポイントなど
についてご講演をしていただきました。

会 場
出席者
概　要

3月
4日（火）
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伏見支部 役員会

　　　　　�京ト協
　　　　　�5社5名
　　　　　�令和7年度の事業計画についてご審議

いただきました。

会 場
出席者
概　要

3月
7日（金）

女性部会 講習会

　　　　　�京ト協
　　　　　�10社10名
　　　　　�美と健康について
　　　　　�一般社団法人フィジカルセラピーイン

ターナショナルアソシエイション　代
表理事　吉野由美子　様

会 場
出席者
テーマ
講 師

3月
7日（金）

近畿トラック青年協議会
（ＫＴＳ）正副会長会議

　　　　　�大成閣
　　　　　�16社16名
　　　　　�配車担当者研修会・令和7年度近畿ブ

ロック大会についてご審議いただきま
した。

会 場
出席者
概　要

3月
8日（土）

近畿トラック青年協議会（ＫＴＳ）配車
担当者（管理者）研修会/業種別交流会

　　　　　�大成閣
　　　　　�約200名（京都9社18名）
　　　　　�全ト協副会長　馬渡雅敏氏をお招きし、

「物流2024年問題への対応について」
をテーマにご講演をしていただいた後、
交流会では運行管理に関する問題をク
イズ形式で出題しテーブル毎に回答率
を競っていただくイベントを開催され
ました。

会 場
出席者
概　要

3月
8日（土）

青年協 幹事会・定例会

　　　　　�京ト協
　　　　　�13社13名
　　　　　�交通安全出前授業・令和7年度事業計画

についてご審議いただきました。

会 場
出席者
概　要

3月
10日（月）

初任運転者教育社内指導者向け
講習

　　　　　�舞鶴21
　　　　　�7社11名
　　　　　�山城自動車教習所交通教育センターの浜

田一郎センター長を講師にお招きし、初
任運転者教育を行う上でのポイントなど
についてご講演をしていただきました。

会 場
出席者
概　要

3月
12日（水）

洛南支部 役員会

　　　　　�京ト協
　　　　　�5社5名
　　　　　�令和7年度事業・総会等についての審議

が行われました。

会 場
出席者
概　要

3月
12日（水）
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令
和
7
年
３
月
12
日　
11
時
40
分
～

　
　
　
　

 

京
都
府
立
田
辺
高
等
学
校

　
　
　
　

 

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
部
会　
正
副
部
会
長

　
　
　
　

 

近
畿
ト
ラ
ッ
ク
青
年
協
議
会　
　
　
正
副
会
長

　
　
　
　

 

株
式
会
社 

山
城
運
送　
　
　
　
　

 

代
表
取
締
役　
杉
山 

貴
富　
様

　
　
　
　

 

有
限
会
社 

タ
テ
ロ　
　
　
　
　
　

 

代
表
取
締
役　
建
口 

和
矢　
様

　
　
　
　

 

田
辺
高
等
学
校 　
　
　
　
　
　
　

 

校
長　
　
　
　
西
田 

和
史　
様

　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

 

自
動
車
科
長　
澤
田 

賢
匠　
様

　
　
　

　

�　
（
公
社
）全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
部
会
で
は
、平
成
27
年
度
か
ら
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
、自
動
車
教
育
課
程
を
有
す
る
高
校
に
整
備
実
習
用
ト

ラ
ッ
ク
を
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。自
動
車
教
育
課
程
を
設
置
し
て
い
る
高
校
で

は
、デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
構
造
等
を
学
ぶ
た
め
の
ト
ラ
ッ
ク
の
入
手
が
困

難
な
場
合
が
多
い
た
め
、同
青
年
部
会
が
自
動
車
教
育
課
程
を
設
置
す
る
高
等

学
校
の
全
国
組
織
で
あ
る
全
国
自
動
車
教
育
研
究
会
と
連
携
し
、同
研
究
会
加

盟
校
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
希
望
に
応
じ
て
、募
金
を
原
資
と
す
る
中
古
ト
ラ
ッ
ク

の
購
入・寄
贈
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
有
限
会
社
タ
テ
ロ
様
か
ら
提
供
さ

れ
た
2
㌧
ト
ラ
ッ
ク
が
京
都
府
立
田
辺
高
等
学
校
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。西
田

校
長
は「
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
ト
ラ
ッ
ク
は
、実
習
の
授
業
に
お
い
て
大
い

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。生
徒
た
ち
は
こ
の
車
両
を
通
じ
て
よ
り
高
度

な
知
識・技
術
を
学
び
、社
会
に
貢
献
で
き
る
整
備
士
と
し
て
成
長
し
て
く
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
」と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

日　
程

会　
場

出
席
者

概

要
（
公
社
）全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
部
会　

整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
寄
贈
式

京都府立田辺高等学校に2㌧車寄贈
～有限会社タテロ様がトラック提供～

出島全ト協青年部会長

杉山京青協会長

有限会社タテロ
建口社長



2025.04きょうとらっく

お知らせ10

標記講習会を、下記により開催します。申込みをお待ちしております。（電話限定）

　　　　　　
　［受講対象者］
　　・運行管理者として選任され、これまで一度も基礎講習を受講したことのない方。
　　・運行管理者の補助者/運行管理者試験受験資格の取得を希望される方。

基礎講習

　　　　　　

　［受講対象者］
　　・運行管理者として選任されている方。(2年毎に一般講習の受講が必要)

一般講習

令和7年度　京ト協主催「運行管理者 基礎・一般講習」開催予定表

日　程 会場 等

①
令和７年10月１日（水）
　　　　　～３日（金）

｢舞鶴21｣
　講習時間＝初　日　11:00～16:40
　　　　　　２日目　10:00～16:30
　　　　　　３日目　10:00～15:30

②
　 〃 　10月29日（水）
　　　　　～31日（金）

｢京都府トラック協会｣
　講習時間＝初　日　  9:45～16:00
　　　　　　2/3日目　  9:20～16:00

③
令和８年１月28日（水）
　　　　　～30日（金）

｢京都府トラック協会｣
　講習時間＝初　日　10:00～15:40
　　　　　　２日目　10:00～16:30
　　　　　　３日目　10:00～15:30

日　程 会　場

① 令和７年７月８日（火） 宮津市福祉･教育総合プラザ（宮津市）

② 　 〃 　８月７日（木） 京都府トラック協会

③ 　 〃 　９月　　　　 アグリセンター大宮（京丹後市）※調整中

④ 　 〃 　10月　　　　 市民交流プラザふくちやま（福知山市）※調整中

⑤ 　 〃 　11月14日（金） 綾部工業団地 交流プラザ（綾部市）

⑥ 　 〃 　12月９日（火） 京都府トラック協会

⑦ 令和８年１月15日（木） 京都府トラック協会

⑧ 　 〃 　３月12日（木） 舞鶴21 （舞鶴市）

お問合せ　京ト協 講習課　TEL 075－671－3175
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標記の受付を開始しました。ご不明な点等ございましたら、是非お問い合わせ下さい。
本年度より、一部助成金にGマーク取得事業所（者）に対する優遇制度を設けます。
本年度より、助成金振込先の口座情報確認のため通帳のコピーの提出をお願いすることとなりました。

　　　　　　（受付：4月1日～令和8年3月21日）交 通 対 策

令和7年度 京ト協「助成事業」ご案内

　　　　　初任運転者｢安全運転実技研修｣� ［予算：40万円］

内 　 容
（一財）京都府交通安全協会による準中型トラック・普通車を使用した2時間実技研修費の一部を助成。
※国土交通省告示に規定する20時間の初任実技指導の内、2時間として計上されます。
※本誌同封のチラシをご参照下さい。

助 成 額 1万円/人（先着50名）※準中型トラック1万9,500円 ※事業者の負担額は9,500円となります。

継続１

　　　　　ドライブレコーダ機器� ［予算：500万円］
対 象 全ト協が指定する装置

助 成 額

①簡易型 購入価格の1/2(上限：１万円/台)
②標準型 １台１万円
③運行管理連携型 １台２万円
※導入上限台数＝10両未満：届出台数まで、10両以上：10台
※Gマーク認定事業所は、1台につき1千円加算されます。

継続２

　　　　　安全装置� ［予算：京ト協500万円・全ト協571万円］
対 　 象 全ト協が指定する装置

助 成 額

①後方視野確認支援装置
取得価格の1/2
(上限：4万円/台)

②ＩＴ機器を活用した遠隔地で行う点呼に使用する携帯型アルコール検知器
　（Gマーク認定事業所に限る）
③呼気吹込み式アルコールインターロック装置
④側方衝突監視警報装置
※�車両総重量7.5t以上の事業用トラックまたは最大積載量が8.5t以上のトラクタに

装着した場合に限定

取得価格の1/2
(上限：全ト協10万円)

⑤�大型車用トルク・レンチ(自立型トルク・レンチ、トルクセッター型イン
パクトレンチ含む)

※車両総重量8t以上の車両を管理する事業所限定

取得価格の1/2
(上限：全ト協3万円）

※導入上限台数＝10両未満：届出台数まで。10両以上：10台
※Gマーク認定事業所は、1台につき1千円加算されます。（①、②、③のみ）

継続３

　　　　　運転記録証明書（通年）� ［予算：1,000万円］
対 象 会員事業所 ドライバー（１名につき１回/年）
助 成 額 670円 / 名（証明書交付手数料）　※無事故･無違反証明書＝助成対象外

継続４

　　　　　ドライバー等安全教育訓練� ［予算：全ト協160万円］
対 象 全ト協指定研修所におけるドライバー･管理者等の安全教育訓練

助 成 額
①一般研修 １万円
②特別研修 受講料総額の7割
※Ｇマーク取得事業所：②の研修に限り全額助成

継続５

　　　　　グッドラーニング(オンライン型学習システム)� ［予算：330万円］
対 　 象 会員事業所ドライバー

助 成 額
①一般 国土交通省が定めるドライバー指導監督の指針（全12項目）に

沿ったオンライン講座の受講料の全額②初任
※①：4千名の予算枠（先着順）/②：無制限

継続６
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　　　　　　（受付：事業毎に規定）労 務 対 策

　　　　　アイドリングストップ支援機器（令和8年3月31日まで受付）� ［予算：京ト協80万円・全ト協90万円］
対 象 全ト協が指定する装置　※導入上限台(枚)数＝10台(枚)/社まで

助 成 額

①外部電源用ﾊﾟｯｹｰｼﾞｸｰﾗｰ 【Gマーク有】購入価格の1/2以内(上限10万円)
【Gマーク無】購入価格の1/4以内(上限6万円)

②電気式の毛布、ﾏｯﾄ又はﾍﾞｯﾄﾞ 【Gマーク無】購入価格の1/2以内(上限2万円)

③温水式ﾋｰﾀ 【Gマーク有】購入価格の1/2以内(上限10万円)
【Gマーク無】購入価格の1/4以内(上限6万円)

④蓄冷式ｸｰﾗｰ 【Gマーク有】購入価格の1/3以内(上限5万円)
【Gマーク無】購入価格の1/4以内(上限4万円)

⑤【全ト協のみ】　
　ｴｱﾋｰﾀ/車載ﾊﾞｯﾃﾘｰ式冷房装置 購入価格の1/2以内(上限６万円)

継続２

　　　　　インフルエンザワクチン接種� ［予算：250万円］
受 　 付 10月1日～令和8年2月27日

対 象 会員事業所　ドライバー、従業員、経営者 (但し、家族は対象外)
医療機関等が実施するインフルエンザワクチン接種費用が対象

助 成 額 1千円/人　※接種対象期間は令和7年10月1日～令和8年2月15日まで

継続１

　　　　　｢働きやすい職場認証｣取得� ［予算：京ト協100万円］
受 付 4月1日～令和8年2月27日
対 象 認証取得された府内の会員事業所

助 成 額 京ト協 ： 【Gマーク有】新規取得４万円、上位取得３万円、同位取得２万円
　　　　【Gマーク無】新規取得３万円、上位取得２万円、同位取得１万円

継続２

　　　　　フォークリフト運転技能講習修了証取得� ［予算：50万円］
受 付 ４月１日～令和8年３月4日

対 象 会員事業所 ドライバー
(令和7年３月１日～令和8年２月28日の免許取得者限定)

助 成 額
5千円/名
※保有車両20台以下:２名まで、30台以下:３名まで、31台以上:４名まで

継続３

　　　　　大型･中型免許等取得� ［予算：2,000万円］
受 付 ４月１日～令和8年３月4日

対 象 会員事業所 ドライバー
(令和7年３月１日～令和8年２月28日の免許取得者限定)

助 成 額
上限10万円/名　※取得費用(教習所へ支払った教習料)の1/2
※保有車両20台以下:２名まで、30台以下:３名まで、31台以上:４名まで

継続４

　　　　　　（受付：事業毎に規定）環 境 対 策

　　　　　 環境対応車（令和8年1月31日まで受付）� ［予算：京ト協400万円］
対 象 ①CNG車(新車) 通常車両価格との差額の1/6

助 成 額
②ハイブリッド車 通常車両価格との差額の1/8
※国･全ト協の補助額は未定(上記に加えて、電気・燃料電池自動車も補助あり)

継続１

　　　　　 グリーン経営認証�
助 成 額 新規・更新　１件につき5万円　※Gマーク事業者は10万円（新規1件のみ）
新 規

　　　　　クーラーカーシート� [予算：294万円]
受 付 ４月１日～令和8年2月27日
対 象 クールクッション　KC1000B

助 成 額
【Gマーク有】5千円 / 1台
【Gマーク無】3千円 / 1台

新 規
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　　　　　適性診断� ［予算：2,100万円］
受 付 ４月１日～令和8年３月31日
対 象 会員事業所 ドライバー

助 成 額

①一般診断 2,400円/人
②初任診断

4,800円/人
③適齢診断
※全額助成

継続８

　　　　　運行管理者講習� ［予算：710万円］
受 付 ４月１日～令和8年３月31日
対 象 会員事業所 従業員

助 成 額
①一般講習 3,200円/人
②基礎講習 8,900円/人
※全額助成

継続９

　　　　　安全性優良事業所(Ｇマーク)認定� ［予算：255万円］
受 付 令和8年1月5日～2月15日　※予定
対 象 新規･更新(A方式限定)申請により、Ｇマーク認定された府内の会員事業所
助 成 額 ３万円/府内事業所

継続10

　　　　　血圧計� ［予算：全ト協（全国で）3千万円］
受 付 ４月１日～令和8年2月27日
対 象 全ト協が指定する業務用血圧計 / 会員事業所(且つ中小企業者) が対象

助 成 額
取得価格の1/2・上限：５万円
※１会員あたりの台数制限なし、国や他団体等の助成金との併用不可

継続11

　　　　　eナスバ� [予算：86万４千円]
受 付 ４月１日～令和8年３月31日
対 象 会員事業所　従業員

助 成 額
①一般講習　3,860円 / 1人　※全額助成
②基礎講習　9,560円 / 1人　※全額助成

継続12

　　　　　　（受付：事業毎に規定）経 営 対 策

　　　　　自動点呼機器［京ト協250万円・全ト協(全国で)5千万円］
受 付 ４月1日～令和8年２月27日
対 象 国交省が認定した自動点呼機器システム等の導入費用一部助成

助 成 額
【Gマーク有】京ト協上限10万円・全ト協上限20万円／１事業所上限２台分
【Gマーク無】京ト協上限 ５ 万円・全ト協上限10万円／１事業所上限１台分

継続１

　　　　　脳ドック(脳ＭＲＩ、脳ＭＲＡ受診)検査� ［予算：150万円］
受 付 ４月１日～令和8年2月27日
対 象 会員事業所 ドライバー

助 成 額 【Gマーク有】1万5千円 / 人　※上限１会員10名まで
【Gマーク無】1万円 / 人　※上限1会員5名まで

継続７

　　　　　健康診断� ［予算：1,895万円］
受 付 ４月１日～令和8年３月31日
対 象 会員事業所 従業員
助 成 額 1千円/人　※京ト協指定病院における診断限定

継続６

　　　　　睡眠時無呼吸症候群(ＳＡＳ)検査� ［予算：京ト協190万円・全ト協227万円］
受 付 ４月１日～12月31日
対 象 会員事業所 ドライバー
助 成 額 京/全ト協（各100名/社まで） 各 最大2,500円/１人

継続５
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　　　　　信用保証料(セーフティーネット関連)� ［予算：京ト協50万円・全ト協50万円］
受 付 ４月１日～令和8年２月27日

対 象 会員が金融機関から融資を受けることを目的に保証協会の信用保証を得るために支払われた保証料の２
分の１の額　※既に信用保証料の助成を受けた融資に対する借りかえによる保証料は対象外

助 成 額 20万円(全ト協分10万円含む)　　　　※上限：20万円（上限に達するまで追加申請が可能）

継続３

　　　　　中小企業大学校講座受講� ［予算：京ト協50万円・全ト協(全国で)580万円］
受 付 ４月１日～令和8年2月27日

対 象 全ト協指定の講座を受講した会員中小企業者の経営者、後継者及び管理者
(物流経営士については、全/京ト協 各5万助成が上限)　※指定講座：京ト協ホームページ参照

助 成 額 受講料の2/3(全ト協1/3、京ト協1/3)  ※京ト協上限：20万円

継続４

　　　　　自家用燃料供給施設整備支援� ［予算：全ト協 (全国で)１億円］
受 付 8月1日～10月31日

対 象

会員、協同組合、連合会
指定数量（1,000リットル）以上の軽油専用タンクの設置を伴う自家用燃料供給施設の新設、増設を伴う代替を
行い、令和7年４月1日から令和8年２月27日までに完成検査済証の交付を受け、支払いを完了するものが対象
交付申請は年度内1施設限り、過去に全ト協から同事業による助成金の交付をうけた会員等は、助成対象外

助 成 額
軽油タンクの新設：100万円
軽油タンクの増設： 30万円

継続５

　　　　　インターンシップ導入促進支援事業� ［予算：全ト協(全国で)1,500万円］
実施期間 ４月１日～令和8年２月27日
受 付 ４月１日～令和8年３月3日

対 象

全ト協のインターンシップサイトに登録後、高等学校以上の教育機関からインターンシップを受入れ、以
下の要件に適合するもの
⑴ インターンシップ受入れ期間が3日以上であること
⑵ インターンシッププログラムに次のものを含むこと
　 ①点呼や日常点検等安全運行に向けた取組みの見学等
　 ②乗務体験（学校側からの要請もしくは社内規定で乗務体験を含まない場合を除く）
⑶ インターンシッププログラムの総実施時間の半分以上を次のいずれかに関するものが占めていること
　 ①点呼、日常点検、業務日報作成等運行前後のドライバー業務
　 ②乗務体験
　 ③荷積み作業、荷卸し作業
　 ④配車、運行管理
　 ⑤事務作業(総務、経理等)
　 ⑥オリエンテーション(会社概要説明、社長講話等)

助 成 額
⑴ インターンシップ受入れ期間　3日間　　 ： 9万円
⑵ インターンシップ受入れ期間　4日間　　 ：11万円
⑶ インターンシップ受入れ期間　5日間以上 ：13万円

継続６

　　　　　経営診断� ［予算：全ト協（全国で）310万円］
受 付 ４月１日～令和8年2月27日
対 象 全ト協指定の講座を受診した会員中小企業者の経営者、後継者及び管理者
助 成 額 全ト協の定める助成金額

継続７

お問合せ　京ト協　TEL 075－671－3175

【留意事項】
■詳 細：全ト協・京ト協ホームページを参照下さい。
■受 付：限度額(予算額)に達した時点で終了します。
■振 込：四半期に一度を目途に手続きを行う予定です。
■備 考：上記に係る変更等については、ホームページ・広報誌によりお知らせします。

　　　　　近代化基金融資� ［京ト協融資総枠15億円/全ト協融資総枠30億円］

京 ト 協 公募期間：４月１日～４月18日
※融資総枠に達していなければ延長　 ※詳細は企画課あてにお問い合わせ下さい。

全 ト 協
補完融資 公募期間：６月10日～11月28日

継続２
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新規会員のご紹介　ご入会誠にありがとうございます。　　※3月14日理事会において承認されました。

退会のお知らせ　大変お世話になりました。

資格喪失

新規・退会会員について

丹波支部
福伸興業 ㈱　様

丹波支部
㈱ トミタ　様

丹後支部
㈱ 乾建材　様

伏見支部
㈱ 永和　様

洛南支部
NXトランスポート ㈱　様

洛南支部
㈲ 金井運送店　様

洛南支部
㈲ 仲澤運送　様

城南支部
ウインズトランスポート ㈱　様

城南支部
㈲ オートプロジェクト・カジャ　様

城南支部
㈱ フクザワ　様

城南支部
A-frame ㈱　様

中央支部
山下運送　様

京都市山科区

伏見支部
トランステック ㈱　様

京都府船井郡京丹波町

洛南支部
㈲ 大豊産業　様

久世郡久御山町

城南支部
㈱ サーラ　様

八幡市

南支部
IT企画物流 ㈱　様

京都市南区

洛南支部
㈱ SMC　様

久世郡久御山町

洛南支部
谷垣建材　様

宇治市

南支部
㈱ OTOWA　様

京都市南区

洛南支部
㈱ M'ｓサポート　様

城陽市

洛南支部
㈱ 結　様

城陽市

伏見支部
トライン ㈱　様

京都市伏見区

洛南支部
㈱ JKカーゴサービス　様

城陽市

城南支部
㈱ イーシェア　様

八幡市

標記を下記により開催いたします。
是非、ご出席賜りますようお願いいたします。（※後日改めてご案内いたします。）

日 程  令和７年６月９日（月）
会 場  「ホテルグランヴィア京都」

京都府トラック協会 第100回通常総会
（京都府トラック運送事業政治連盟総会）
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健康サポートコーナー

運行管理者試験対策･トラック関連法令習得等のため、是非チャレンジして下さい。
［Ｑ］�下記は、道路交通法に定める自動車の種類について定める記述です。正しいものに○印、誤っているものに×印を

記して下さい。
記述 解答欄

1 乗車定員が 2 人、最大積載量が 6,250 キログラム、及び車両総重量10,110 キログラムの
貨物自動車の種類は、大型自動車である。

2 乗車定員が 2 人、最大積載量が 4,750 キログラム、及び車両総重量8,160 キログラムの貨
物自動車の種類は、中型自動車である。

3 乗車定員が 3 人、最大積載量が 3,000 キログラム、及び車両総重量5,955 キログラムの貨
物自動車の種類は、準中型自動車である。

トラック関連法令Ｑ＆Ａ

［A］�解説

1 × �道路交通法では、最大積載量6,500キログラム以上、または車両総重量11,000
キログラム以上の自動車が、大型自動車となる。2○3○
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適正化事業情報

令和７年２月　巡回指導報告1
巡回指導件数等

巡回指導におけるワースト項目

適正化事業情報

順位 指導事項 指導
件数

（否）
件数

（否）
率％

１ 特定運転者(初任/高齢/事故惹起者)への特別指導 32 8 25.0%

２ 特定運転者(初任/高齢/事故惹起者)の適性診断受診 32 5 15.6%

３ 事業及び実績報告書の提出(本社巡回限定) 33 5 15.2%

４ 運行指示書の作成･指示･携行･保存 7 1 14.3%

５ 乗務員への輸送の安全確保に必要な指導監督 47 6 12.8%

６ 運行管理者の講習受講 45 5 11.1%

７ 過労防止を配慮した適正な拘束時間管理等 47 5 10.6%

７ 健康診断の実施・記録・保存 47 5 10.6%

９ 健康保険・厚生年金保険の未加入 45 4 8.9%

10 日常点検基準の作成･適正な点検の実施 47 4 8.5%

件　数

新規事業者：２ 一般事業者：４５ 特別巡回：０ 合計４７件

２０２５年度Ｇマーク申請「個別相談会」2
　Ｇマーク（安全性評価事業）の認定取得は、法令遵守の推進と安全に直結することから、令
和７年度の京ト協事業計画では、「会員事業所におけるＧマーク認定取得率４０％以上」を目
標に掲げております。認定取得をご検討されておられる事業所の方は、是非ともご出席下さ
いますようお願い申し上げます。(相談日時を予約して下さい。)

日 時  ①令和７年４月１４日（月）１０時００分～１８時００分 
　　　　②令和７年４月１５日（火）　９時００分～１６時００分 
場 所  ①②「舞鶴トラック運送事業協同組合」

日 時  ③令和７年４月１７日（木）　９時００分～１８時００分 
　　　　④令和７年４月１８日（金）　９時００分～１８時００分 
場 所  ③④「（一社）京都府トラック協会」

お問合せ　適正化事業部　TEL 075－671－3175

北部

市内
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待機時間や荷役作業・付帯業務の業務記録への記録義務の対象が全車両に拡大されます。4

「貨物自動車運送事業法に基づく輸送の安全確保命令の発動基準について」の一部改正等について（国土交通省）3

　国土交通省では、「貨物自動車運送事業輸送安全規則」を改正（令和６年１０月１日公布、令
和７年４月１日施行）し、業務記録における荷待時間・荷役作業等の記録義務の対象車両につ
いて、従来は「車両総重量８トン以上または最大積載量５トン以上の車両」とされていたもの
を、「全車両」へ拡大されました。
※下記及び本誌に同封しておりますチラシをご参照下さい。

　令和６年５月１５日付けで貨物自動車運送事業法の一部を改正する法律が公布され、多重
下請構造の是正を図るため運送契約締結時の書面交付義務の新設等に伴い、今般、国土交通
省より関係通達が発出され、令和７年４月１日付けで施行されることとなりましたのでお知
らせいたします。※別添チラシをご参照下さい。
　当協会においても、当該改正に係る説明会を実施する予定でおりますが、詳細は以下の（公社）
全日本トラック協会HPからご確認下さい。

HOME > 会員の皆様へ > 安全対策 > 「貨物自動車運送事業法に基づく輸送の
安全確保命令の発動基準について」の一部改正等について（国土交通省）

令和７年４月１日から、全車両が記載対象になります

荷待時間や荷役作業・附帯業務の
「業務記録」への記録義務の対象が、全車両に拡大
トラックドライバーの長時間労働の是正と適正取引構築のために

　国土交通省では、「貨物自動車運送事業輸送安全規則」を改正（令和６年10月１日公布、令和７年４月１日施行）し、業務記録における荷待時間・
荷役作業等の記録義務の対象となる車両について、従来は「車両総重量８トン以上または最大積載量５トン以上の車両」とされていたものを、「全車両」
へと拡大しました。

　なお、記載については従来と同様（裏面：記載例）に、荷主との契約書に、実施した荷役作業等が全て明記されている場合は、荷役作業等に要し
た時間の合計が１時間以上となった場合が対象となり、また記録内容について荷主が確認したか、あるいは荷主の確認が得られなかったかについて
も記録対象となります。
　荷待時間についても、従来と同様に、荷主都合により３０分以上待機した時は記録対象となります。

　ムダな荷待時間を減らすとともに、荷役作業等の負担を軽減し、トラックドライバーの労働環境を改善するためにも、記録対象となる荷待時間・荷
役作業等が発生した場合は、必ず「業務記録」に記載し、最低１年間は保存してください。

①改正貨物自動車運送事業法（令和６年５月公布）により契約の適正
化を図ることとされていますが、貨物自動車運送事業者は自身の荷
待時間・荷役時間を記録することで、待機時間料や積込料・取卸料
などを荷主から適正に収受する根拠とすることができます。

②改正流通業務総合効率化法（令和６年５月公布）により、荷主に荷待・
荷役時間の短縮の努力義務を課すこととなります。荷待・荷役時間
を把握できない荷主については、貨物自動車運送事業者に確認を取
ることも想定されますので、貨物自動車運送事業者においても自身
の荷待・荷役時間を把握しておく必要があります。

荷待ち

出典：国土交通省「第 17 回トラック輸送における取引環境・労働時間改善中央協議会 資料」

≪改正の目的≫

◎トラックドライバーの１運行当たりの平均拘束時間とその内訳
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適正化事業情報連合会通信
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共済通信

〒536-0014 大阪市城東区鴫野西2‐11‐2 TEL.06-6965-2828（代） FAX.06-6965-2838 https://www.kinkyo.or.jp

近畿交通共済協同組合

営業課（本部）
河北事務所
泉州事務所
奈良事務所
和歌山事務所
滋賀事務所
京都事務所
キンコウセーフティ（株）【代理店】

TEL.06（6965）2824
TEL.06（6381）6544
TEL.072（231）9781
TEL.0742（90）0510
TEL.073（403）6486
TEL.077（502）0210
TEL.075（671）1894
TEL.06（6965）2561

〒536-0014 大阪市城東区鴫野西2‐11‐2
〒564-0011 吹田市岸部南2-38-3（北部地区輸送サービスセンター内）
〒590-0985 堺市堺区戎島町4-45-1（ポルタスセンタービル3階）
〒630-8231 奈良市本子守町1-1（奈良上三条ビル4階）
〒640-8341 和歌山市黒田1-1-19（阪和第一ビル4階）
〒520-3047 栗東市手原3-1-25（栗東市商工会館内）
〒612-8418 京都市伏見区竹田向代町51-5（京都自動車会館内）
〒536-0014 大阪市城東区鴫野西2‐11‐2

ご契約についての
お 問 い 合 わ せ や
ご相談は下記まで
お 電 話くだ さ い 。

1 1 1 火4/ 30  30  30  9/～ 火

Ａ・Ｂの各部門別に上位3位までの地域へ

表彰及び副賞を贈呈
A
B

入賞
条件

新規事業者の紹介1件成立につき、
ご紹介いただいた組合員様に

お礼の品を進呈

特賞

新規契約事業者数部門

自動車共済契約掛金部門

ファースト
ステージ

令和
7年

令和7年度

自動車共済
新規獲得
推進キャンペーン

自動車共済・自賠責共済はぜひ近畿共済でご契約を
近畿共済は、組合員のみなさまと一体となって事故防止に努力しています

お問い合わせ・ご連絡は　京都事務所　０７５－６７１－１８９４まで
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危険予知ポイント

〜貴事業所のドライバー教育にご活用下さい〜
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令和7年4月

令和7年5月

8日（木）
	 正副会長と総務委員会合同会議〔京ト協〕
	 京ト協　監事監査〔京ト協〕
	 伏見支部第1７回総会・経営者研修会〔リーガロイヤルホテル京都〕

※【受付中】の行事につきましては、京ト協事務局へお問合せ下さい。

EVENT CALENDAR

9日（水）
	 中央支部　役員会〔京ト協〕
	 ダンプトラック部会　役員会〔京ト協〕
	 南支部　役員候補者会議〔京ト協〕

10日（木） 	 青年協　幹事会・定例会〔京ト協〕

12日（土） 	 交通安全啓発活動〔四条大和大路通り〕
【受付中】安全運転研修会＜一般＞〔山城自動車教習所〕

12日（土）
～

13日（日）
	 城南支部　健康診断〔アスピアやましろ〕

14日（月）
～

15日（火）
【受付中】Gマークに係る個別相談会〔舞鶴トラック運送事業協同組合〕
	 ※当日飛び込み出席も可能な限り申し受けます。

16日（水） 	 交通安全出前授業〔向島秀蓮小中学校〕
	 百貨店部会　総会（全体会議） 〔夕雅　伊勢志摩〕

17日（木） 	 近畿トラック青年協議会（ＫＴＳ）正副会長会議〔滋賀〕

17日（木）
～

18日（金）
【受付中】Gマークに係る個別相談会〔京ト協〕
	 ※当日飛び込み出席も可能な限り申し受けます。

23日（水） 	 亀岡暴走死亡事故　法要〔亀岡市　交通事故現場〕
【受付中】整備管理者選任前研修会〔京都自動車会館〕

25日（金） 【受付中】安全運転研修会＜高齢＞〔網野自動車教習所〕

26日（土） 【受付中】安全運転研修会＜高齢＞〔山城自動車教習所〕
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〒612-8418 京都市伏見区竹田向代町48-3 
TEL.075-671-3175     FAX.075-661-0062
https://www.kyotruck.or.jp Email:info1@kyotruck.or.jp京都府トラック協会はSDGsに取り組んでいます。

京都府トラック協会　LINE・X（旧Twitter）
公式アカウントのご紹介

京都府トラック協会では、今までのLINE公式アカウントに加え、X（旧Twitter）のアカウントを開設いたしました。
講習会、交通情報などの情報を発信しております。ぜひご登録いただき、事業運営にお役立ていただければ幸いです。

（一社）京都府トラック協会
@306swllb

X（旧Twitter）公式アカウント
（一社）京都府トラック協会

@Kyotruck_assoc

本誌同封の別添用紙へ記入のうえ、FAXで京都運輸支局まで情報提供頂くことも可能です。


